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鎌倉の第九
平成15年度 鎌倉市民「第九」コンサート
ベートーヴェン:交響曲 第9番 二短調 作品125(原語上演)

200312/21(日 )15:00開演
鎌倉芸術館 大ホール
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〒247‐0056鎌倉市大船61‐2鎌倉芸術館

力 :鎌倉音楽クラブ
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鎌倉市民「第九」コンサート

ルードヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン′交響虜第9番 ニ
Ludwig van Bccthovcn:SymphOnic Nr 9 d-1■ 011くDp 125

第 I楽章

第Ⅱ楽章

第Ⅲ楽章

第Ⅳ楽章

短調の.125《合唱〃

アレグロ 。マ・ノン・ トロッポ・ウン・ポーコ・マエス トーソ

(快速に、しかし速すぎないように、やや荘厳に)二短調 4分の 2拍子

モル ト・ヴィヴァーチェ (き わめて速く、いきいきと)二短調 4分の 3拍子

アダージョ 。モル ト・工・カンタービレ

(ゆっくりと、そしてきわめて歌うように)変 日長調 4分の4拍 子

プレス ト (き わめて速く)二短調 4分の 3拍 子
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〓″ 指揮 小泉ひろ し

桐朋学園大学卒業。指揮を斎藤秀雄、オー

ボエを鈴木清三各氏に師事。卒業に際し

音楽賞を受賞。卒業と同時に東京交響楽

け1副 指揮者に就任する。第 一国民音指lll

者コンクール第二位入賞。1970年 ウイー

ン国立音楽大学に入学、指揮をハンス・

スワロフスキー、オペラをカール・エッティ、

バロック音楽をヨゼフ・メルティンの諸

氏に師事。71年、72年 にオーストリアの

オシアッハ FI際 音楽祭でクラーゲンフ

ルト国立管弦楽団を指揮。74年 にはウイーン・トーンキュンストラー

管
i弦

楽に|を 指揮し好評を得る。卒業に際し、最優秀賞を受賞。94年 10

月にはメキシヨに於ける日本音楽祭に招待され、メキシヨ国 アヽ交響

楽■lを 指揮し絶賛を博す。大阪シンフィニカーの指揮者を創設期か

ら10年 間務め、そのレヴェル・アップに大きく貢献するほか、とくに

宗教音楽のジャンルにおいては優れた解釈による格調高い演奏が高

く評価されている。現在は、演奏活動の傍ら、東京芸術大学、桐朋学園

大学、フェリス女学院大学の講師として、後進の指導に当たり、多く

の優秀な人材を1性 に送り出している。

管弦楽 鎌倉交響楽団

市民のアマチュア管弦楽団として昭和38年に発足。現在」員は学生

から86歳までと幅広い年齢層にわたり、120名 を超える。春とflsの 定

期演奏会、3月 のファミリーコンサート、鎌倉「
「 私立幼稚園協会によ

る園児のための演奏会、年211の団員による室内楽演奏会等、常任指

揮者の占谷誠 氏のもと、鎌倉の音楽文化のリード役として活動を

続けている。また、昨年は創、

'401司

年であり、5月 、10月 に記念演奏

会を行った。鎌倉市民「第 9」 コンサートヘの参加は今年2回 目となる。

合唱 鎌倉市民「第九」コンサー ト合唱団

今年、公募で集まった「民合唱団。10月 より10数 回の練習を重ねて

本日をllllえ る。

合唱指揮 小泉ひろし,工藤 博・亀田員由美

合唱練習ピアノ伴奏 徳江真理子

(プロフィール〉

ソプラノ 亀田員由美

東京芸術大学別FI修 r後、洗足学園大学声楽科卒業。児島百代、中ll

浩F、 ILll淑 子、中山悌一の各氏に師事。個性的なコロラトゥーラ・ソ

プラノとして「魔笛Jの夜の女工役でデビュー以来、 1期会公演をは

じめ多くの公演に出演している。「後宮よりの逃走Jの コンスタンツェ
「ボントのTミ トリダーテJの アスパージャ、「踪1場支配人Jのヘルツ

夫人、「シンデレラJ(マ スネー)の妖精の女王等のコロラトウーラの

難役に加え、「ドン・ジョヴァンニJ「オルフェオとエウリディチェ」「ヘンゼルとグレー

テル」「金閣寺J(日 本初演)等 に出演している。1988年 より海外都「 10ヶ 国でリサイタ

ルやコンサートに出演。また「第九Jや宗教山等の独唱の他、リサイタルも回を重ね、日

本歌山の分野でも意欲的に活動している。現在、二期会会員、洗足学園大学講師。

アル ト 桑 田葉子

国キ音楽大学声楽科卒業。三期会オペラスタジオ28期 終了。児島百代、

戸田敏子、辻宥子、佐 木々成子、小串昭r諸氏に師事。「フィガロの結婚J

マルチェリーナで 1期会デビュー。「コンファントゥッテJド ラベラ

で横浜シティオペラデビュー。以降、「カルメンJメ ルセデス、「ヘンゼ

ルとグレーテルJ眠 りの精、母親、「魔笛J第 1、 第 2ダーメ「アルバート

ヘリングJ母親、「金閣寺J(日 本初演)女昌婦などに出演。ソリストとして

新日本フィルハーモニー定期演奏会 (朝 比奈隆、小沢征爾指揮)他、数多くのオーケスト

ラと共演。「第 9J、 モーツァルトの|レ クイエムJな どでソリストを務める。2001年 、第 3

回日本演奏家コンクール第 2位 (1位 なし)人賞。二期会、横浜シティオペラ各会員。

テノール 君島広昭

洗足学同大学卒業。同大学付属オベラ研究所終了。第27に 、第31回 日

伊コンコルソ入選。オペラでは「後官からの逃走Jペ ドリロ「コシ・ファ

ン・トゥッテJフ ェランド「魔笛Jタ ミーノ「ドン・ジョヴァンニ」オッター

ヴィオ「フィガロの結婚」バジリオ「蝶 夫々人Jビ ンカートンゴロー「メ

リーウィドウJカ ミーユ「こうもりJア ルフレード「アルバート・ヘリ

ングJア ルバート・ヘリング市長「カルメンJド ン・ホセ「夕鶴J与 ひよ

う「テレジアスの乳房J息子「泣いた赤鬼J赤 鬼 村人「北風と太陽J旅 人「モモJニ ノ等を歌

う。また、「第9Jや「メサイアJ「 レクイエムJ等 の宗教曲でも活躍。ブラームス・シューマ

ンのアンサンブル曲でも好評を博す。洗足学園大学講師。横浜シティオペラ運営委員。

バ リトン エ藤 博

東京芸術大学卒業。同大学院修了。第40回 日本音楽コンクール第3位

入賞。1984年、藤沢市民オペラ「ウィリアムテルJの タイトルロール

の好演に対し、第12回 ジロー・オベラ賞受賞。1974年 二期会「魔弾の

射手Jのキリアンでオペラデビューの後、これまでにヴェルディのヤー

ゴ、マクベス、ジェルモン、リゴレット他、プッチユニのシャープレス、

スカルビア、マルチェロ他、ワーグナーのハーゲン、アルベリヒ、オラ

ンダ人、クリングゾル他、フランスオベラのメフィストフェレス、ミラクル、エスカミリ

オ他、モーツァルトの各オペラ等、キャラクターバリトンの多くに主演した。近年新国立

濠1場 開場と共に「ローエングリン」「アラベラJ「 罪と罰J「 夕鶴J「 サロメJに 出演。 ‐方、「メ

サイア」「第九J他 のコンサートツロを好評のうちに務め、又シューベルト、ラヴェル、マー

ラー、中田喜直、林光の歌曲を意欲的に発表する。サロンコンサートの企画演奏にも積極

的に取り組んでいる。フェリス女学院大、愛知県立芸大講師。二期会会員。
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ベー トーヴェン :交響曲 第 9番 二短調 Op。125<合唱>
鎌倉芸術館年末恒例の「第九を歌うコンサートJ公演にむけて、300名を超える仲間たちが集い、10月 より十数回の練

習を重ねてきました。今年は市民スタッフ8人が練習そして本日の公演を支えます。

「ともに声を合わせ、心を合わせて」作り上げてきた合唱の成果を、今日ここ“鎌倉"で披露いたします。指揮。小泉ひ

ろし、管弦楽・鎌倉交響楽団、ソリスト・亀田虞由美、桑田葉子、君島広昭、工藤博による「第九」の世界をどうぞお楽しみ

頌詩 《歓喜に寄す》

ODE 》 AN DIE FREUDE《
原詩 :フ リー ドリヒ 。フォン・ シラー

Fricdrich von Schillcr

対訳 :喜多尾道冬
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ください。

O Frcundc,nicht dicsc Tё ncl

Sondcrn laXt uns angcnchmcrc anstimnlcn

und frcudcnvollcrc!

Frcudc,schOncr G6ttcrfunkcn,

Tochtcr aus Elysium,

Wir bctrctcn fcucrtrunkcn,

Himmlischc,dcin Hciligtuin!

Dcinc Zaubcr bindcn wicdcr,

Was dic �lodc strcng gctcilti

Allc �lcnschcn wcrdcn Bridcr,

V/o dcin sanftcr Flllgcl wcilt

Wcnl dcr groSc Wur gclungcn,
Eincs Frcundcs Frcund zu scin,

V′cr cin holdcs Wcib crrungcn,

Mischc scincn JubCi Cin!

Ja,WCr auch nur cinc Scclc
Scin ncnnt auf dcnl Erdcnrund!

Und wcrs nic gckonnt,dcr stchlc

Wcincnd sich aus dicscnl Bund

Frcudc trinkcn allc Wcscn

麺 dcn BrLIstcn dcr Natur:

亙lc Gutcn,allc Bё scn

Folgcn ihrcr Roscnspur

K■lssc gab Sic uns und Rcbcn,

Eincn Frcund,gcpr■lft inl Tod;

Wollust、vard dcm W′ urn1 8Cgcbcn,

Und dcr Chcrub stcht vor Gott!

F■oh,、vic scinc Sonncn flicgcn

Durch dcs Himmcls prichtigcn Plan,

Laufct,Bridcr,curc Bahn,

Frcudig,wic cin Hcld zum Sicgcn

Scid umschlungcn,� lillioncn

Dicscn Kuβ dcr ganzcn Wclt!

Brtldcr!Ubcr ll■ Stcrncnzclt

Mu6 cin licbcr Vatcr wohncn

lhr sttlrzt nicdcr,Millioncn2

41■ncst du dcn Schё pfcr,Wclt7

Such'ihn tlbcr lal Stcrncnzclt!

Ubcr Stcrncn nlu6 cr wohncn

ああ友よ、そんな調べではだめなのだ !

声を合わせてもっと楽しくうたおうではないか、

もっとよろこびにあふれる調べで |

よろこび、それは神から発する美しい火花、

楽園の遣わす美しい娘

わたしたちは熱い感動の思いに突き動かされて、

気高いよろこびよ、おまえの国へ歩み入る !

おまえは世のしきたりがつめたく引き裂いたものを、

不思議な力で 、ヽたたびとけ合わせる。

おまえのやさしいつばさに懐かれると、

すべてのものは同胞となる。

心の通じ合える真友を得るという

むずかしい望みのかなったものも、

気だてのやさしい妻をめとることができたものも、

よろこびの気持ちを声に出して合わせよ !

そうだ、この広い世のなかでたったひとりでも

心をわかち合える相手がいると言えるものも和すのだ |

だがそれさえできぬものは、よろこびの仲間から

ひと知れずみじめに去つて行くがよい。

すべてのものは自然の胸にいだかれ、

その乳房からよろこびをいっぱいに飲んでいる。

操正しいひとぎitな ものもみなすべて
ばらの香りに誘われて自然のら、ところへ入って行く。

自然はわたしたちにくちづけとぶどうと

死の試練をくぐりぬけた友を与えてくれた。

快楽などはうじ虫に投げ与えてしまうと、

知と正を司る天使が神のまえに姿をあらわす !

よろこびにあら、れて、ちょうど満天の星々が

壮大な天の夜空を悠然とめぐるように、

同胞よ、おまえたちも与えられた道を歩むのだ

よろこびに勇み、勝利の大道を歩む英雄のように。

たがいにいだき合うのだ、もろびとよ。

全世界のひとたちとくちづけをかわし合うのだ !

同胞よ 1満天の星々のかなたには

父なる神はかならずやおわしますのだ。

そうすればおまえたちはひれ伏すか、もろびとよ。

この世のものたちよ、おまえを創造した神がわかるか。

満天の星々のかなたに神を求めよ !

星々のかなたに神はかならずやおわしますのだ。
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■鎌倉市民第九コンサー ト合唱団
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"青 木 晴 恵

青 山 由 布
赤 塚 広 美
荒 牧 明 子

井 草 娃 子

池 田 和 子

池 田 多 美 子
石 井 か お り
石渡戸紀久子

今 井 良 子
上 野 直 美
内 田 暁 子
内 田 範 子
内 田 美 枝
浦 野 昭 子
遠 藤 圭 子

及 り‖ 良 子

大 古 田 幸 江

太 田 幸 子
大 槻 佳 奈 子
月ヽ 澤 京 子
尾 造 囲 子
小 原 恵 津 子

加 藤 栄 理
カロ 納 鼓 子
川 越 和 子

菊 浦 真 理 子
木 村 文 子

蔵 並 裕 佳 子
小 坂 恵 子
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